
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―これまで進められてきた地域課題
解決のための取組とその成果について
教えてください。

信用金庫という組織は、誰のために

あるかといえば、地域のためにある組

織です。

では、その地域の現状はどうか。七

尾市でアンケート調査を実施したとこ

ろ、親が自分の子どもに対して「七尾

には帰ってこなくていいから」と言っ

て、七尾市外に送り出しているという

声がありました。このような、地域に

対する後ろ向きな現状では、地域課題

を洗い出し、そこから必要な取組を考

えていくというアプローチは難しいか

もなと思いました。

そこで、第一に自分たちがありたい

と思う未来に対して、ワクワクをベー

スとした前向きな意識の醸成に取り組

みました。

まず2040年の七尾市をイメージし、

その中でそれぞれが何をしたいかアク

ションプランを考える「未来ビジョン

構想の集い」を開催しました。そこで

生まれたアクションプランを基に、地

域ビジョンをいくつか考え、市民が地

域ビジョンを選ぶ総選挙「七尾市民一

斉総選挙」を実施。結果、地域ビジョ

ンが「里山里海未来都市　七尾」に決

まりました。

それらの取組が評価され、内閣府の

「第2回地方創生SDGs金融表彰」や

「SDGs未来都市」に選んでいただきま

した。

―それらの取組の中で、入口さんが
担っていた役割を教えてください。

あらゆる市民の方々とともに、持続

可能な地域の未来ビジョンを創ってい

く過程で、「事務局の事務局」 ともいえ

る立場を担っていました。具体的には、

たくさんの人と会い、お話を聞き、そ

の内容を会議やイベントにつなげてい

くことです。

市民の方々がワ

クワクしながら参

加できる企画を、

いかに考えられる

かが勝負どころで

した。それは簡単

なことではなく、

悩み戸惑い、時に

孤独を感じること

もありました。

困ったときには、

地域の人に助けてもらえばいい、とい

う考えをもてるようになったのは、この

役割を担ったからなのかもしれません。

―今後の取組の展望について教えて
ください。

七尾市の持続可能性を高めるために、

SDGsのコンソーシアムである「なな

おSDGsスイッチ」を立ち上げ、環境·

社会·経済の三側面を統合した、創業支

援から伴走支援までを行うプロジェク

トを進めてきました。いかに多くの

方々が、ここに参画していただけるか

が、ポイントだと考えています。

これまで、七尾市をSDGs未来都市

にすることを一つのゴールとして目指

してきました。努力が実り、SDGs未

来都市になった今、一度立ち止まり、次

のゴールを考え直す必要もあるかもし

れません。これまでと違うのは、私た

ちの周囲に前向きな市民の方々の姿が

あることです。

地域内の前向きな気持ちをベースに、

この先の取組を編み直していけたらと

思います。
［聞き手：つな環編集部］

七尾市がSDGs未来都市に
選定されるまでの奮闘と
これから
のと共栄信用金庫　 
ふるさと創生部次長（SDGs/ESD金融推進デスク）

入口　翔 氏

石川県金沢市出身。
大学を卒業後、のと共栄信用金庫に入庫。
2014年より経済産業省へ転籍出向。
2018年のと共栄信用金庫に復職し、七尾市にI
ターン。
七尾商工会議所と七尾青年会議所の役職を兼
任し、地方創生、SDGsプロジェクトに貢献。
現在は、庫員の傍ら大学院で地域創造学を専攻
している。

入口　翔（いりくち しょう）

まちづくりシミュレーションの様子
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地域を構成する多様な住民たちが、普段感じている地域
社会への疑問や悩みを発信したり、解決に向けて相談した
りできる場は決して多くない。
　「QUESTION」は一人では解決できない「？（問い）」に
対して様々な分野の人が集まり、答えを探しにいく、京都
信用金庫が運営する共創施設である。

8階建てのフロアには、コワーキングスペース、コミュニ
ティキッチン、学生が集うオープンスペース等、多様な人々
が気軽に集う場を提供している。さらに、コミュニティマ
ネージャーが在籍し、ビジネスマッチングやプロジェクト

の伴走支援を行うこ
とで、これまでも数
多くの事業創出が実
現している。

地域のオープンイ
ノベーションの拠点
として、これからも
目が離せない。

今年、自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）が
開示枠組みの発表を予定しているように、世界は急速にネ
イチャーポジティブ（自然再興）経営に向けて動き出して
いる。 

持続可能な経営を追求し、生物多様性の危機をビジネス
の機会に反転させるために企業が必要なことは何か。また、
ステークホルダーは投資判断として企業のどこに目を向け
るべきか。 

投資家、企業経営、現場の事例の紹介等により、これま
での枠組みや社会の流れが、自然再興経営へ大きくシフト

している潮流を知ることができ
る。

現代社会において「お金」という存在は、あらゆるモノ
やサービス交換のための基準となり、強力な力を持ってい
る。故に、人や地球環境の生命を損なうことも救うことも
あり、それ自体に大きな責任があるように感じてしまう。 

本書のタイトル「Just Money」の、“Just”には、“fair”
（正しい、公正な）と“only”（ほんの…にすぎない）という
２つの意味がある。本来の「お金」は、公正で人々の幸せ
を実現する社会のための道具でしかない。 

SDGsの機運が高まる今、社会的に大きなインパクトを
持つ金融機関だからこそ成し得る、エコシステム金融への

挑戦を紹介し、金融の未来や経
済モデルについて一石を投じる
一冊である。

エゴシステムから
エコシステム金融へ 

ネイチャーポジティブ経営への
パラダイムシフト 

モノ・コトもっと知りたい
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サステナビリティへの貢献や脱炭素経営への関心の高ま
りにより、グリーンプロジェクト等環境分野に特化した資
金調達方法としてグリーンファイナンスの需要が増大して
いる。
　「グリーンファイナンスポータル」では環境省による、グ
リーンファイナンスの概要(グリーンボンド・グリーンロー
ン等)や、国内ガイドライン、国内外のグリーンファイナ
ンス市場普及の状況、国・自治体や事業者等による資金調
達事例等に関する、包括的な情報を知ることができる。　

成長期を迎えているグリーンファイナンスにおいて、最
新の情報源として、定期的にチェックしていきたいポータ

ルサイトで
ある。

様々な人の「？」が集まり、
つながる場所

グリーンファイナンスの
包括的ポータルサイト

Website

『Just Money
－未来から求められる金融』
カトリン・カウファー／ 
リリアン・ステポネイティス（著） 
江上  広行（監訳）、大濱  匠一（翻訳） 
一般社団法人金融財政事情研究会

（2022年３月） 
定価　2,200円(税込) 

『ESGとTNFD時代の
イチから分かる
生物多様性・
ネイチャーポジティブ経営』 
藤田 香（著） 
日経BP (2023年4月) 
定価　2,860円(税込) 

QUESTION（クエスチョン）
https://question.kyoto-shinkin.co.jp/

グリーンファイナンスポータル　環境省
https://greenfinanceportal.env.go.jp/
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